
 

 

 

 

 

 

 

 

６月２４日に発生した国府津車両センターでの入換信号機冒進で、２８日に面談が行われ、管理者から

は「庁舎清掃はどうだ？」「なぜ信号を見なかったのか不思議でしょうがない。だから対策が見えない」「も

う６３歳だから、若い運転士なら教育もあるが、あと一年半か。今さら教育といっても」と原因究明によ

る対策の構築と再教育を放棄するかのような発言がされました。当該運転士（エルダー出向）は直接の原

因を「進路要求に対する信号所の復唱をもって信号が開いていると思い込んだ」と証言し、事象を起こし

てしまったことを反省、対策を実施していくことを管理者に伝えました。また、自らの経験を緊急座談会

で語り、再発防止を訴えているにも関わらず、一度のヒューマンエラーで切り捨てるような経営姿勢では、

原因究明もできないばかりか、懲罰を恐れ正しい報告すらできなくなってしまいます。 
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□通常、信号所に進路構成依頼をするとすぐに進路

構成されるが、この日は計画になかったキャビン体

制により進路構成までにタイムラグがあった。 

※「キャビン体制」とは、信号所に見張員を配置し作業者の作業状況

把握と退避指示を行う方式。この日は線路冠水があり保線社員の

作業があった。 

□南北に１ｋｍと広い敷地内で１５両編成という長大

編成の車両の入換作業が複雑に行われており、効

率性を求めるため、他者の後作業を考えるという

作業実態がある。そのため、少しでも早く入換を終

わらせようと焦りが生じた。 

□入信冒進に気付いた後は、防護無線を発報するな

ど併発事故防止は良好であった。 
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